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研究要旨：本分担研究では，職域における個人向けメンタルヘルス・プロモーションに関

して，予防教育プログラムの効果評価に適切と考えられる指標を，文献レビューをもとに

検討した。レビューの結果，アウトカムに相当する指標として，主にワーク・エンゲイジ

メントとフローが取り上げられていることが示された。いずれの変数も，職域におけるメ

ンタルヘルス・プロモーションの効果評価指標として概念的には適切と考えられるものの，

測定に関しては，質問紙による評価方法が確立しているワーク・エンゲイジメントが，よ

り望ましいと考えられた。ポジティブなアウトカムを高める指標としては，心理的資本，

心理的柔軟性，自己制御プロセス，ポジティブな帰属スタイル，感情的知性，コアセルフ

評価などの個人資源（内的資源，心理的資源）が取り上げられていた。メンタルヘルス・

プロモーションの効果指標について，より多様な要因に注目するには，これらの個人資源

のほかに，リカバリー経験のような就業外の活動にも注目することも有用と考えられた。 

 

Ａ．はじめに 

本研究の目的は，人々がストレス対処法

を身に着ける（ストレスマネジメント）だ

けでなく，「良いメンタルヘルス状態を保つ」

ために必要な行動の実践（メンタルヘル

ス・プロモーション）を促し，メンタルヘ

ルス問題の予防に貢献できる教育・普及・

プログラムを開発し，評価システムを作成

することである。このうち，本分担研究で

は，職域における個人に向けたメンタルヘ

ルス・プロモーションに関して，予防教育

プログラムの評価を行うことを目的とする。

初年度にあたる平成 28年度では，職域にお

ける個人向けメンタルヘルス・プロモーシ

ョンの評価指標に関して，文献レビューを

行うことを目的とした。 

 

Ｂ．対象と方法 
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本分担研究では，Rodríguez-Carvajal 

et.al（2010）のレビュー論文を参照しなが

ら，個人向けメンタルヘルス・プロモーシ

ョ ン の 評 価 指 標 の 検 討 を 行 っ た 。

Rodríguez-Carvajal et.al（2010）では，問

題を探索しその改善を目指す従来の問題解

決型のアプローチではなく，強みとなる資

源を強化することを目的とするポジティブ

なアプローチに注目しながら，アウトカム

となる指標とその先行要因とを包括的にレ

ビューしている点に特徴がある。 

Rodríguez-Carvajal et.al（2010）では，

PsycINFO データベースを使用して，

2005-2010 年に発表された企業のポジティ

ブなアプローチとポジティブなアウトカム

の関連を検証する論文を検索している。キ

ーワードは，’positive psychology’, ‘positive 

organizational behavior’, ‘positive 

organizational scholarship’, ‘job 

satisfaction’, ‘happiness’, ‘well-being’, 

‘engagement’, ‘authentic leadership’, 

‘deviant leadership’, ‘transformational 

leadership’, ‘servant leadership’, 

‘emotion’, ‘flow’, ‘flourish’, ‘personal 

growth’などのキーワードに ’job’, ‘work’, 

‘organization’を加えて検索を行っている。

本報告書では，個人に向けたメンタルヘル

ス・プロモーションの評価に関連すると思

われる概念（変数）を取り上げ，その内容

を検討した。 

 

C．結果 

1. アウトカムに相当する概念 

（1）エンゲイジメント 

ワーク・エンゲイジメントは仕事に関連

するポジティブで充実した心理状態であり，

活力，熱意，没頭によって特徴づけられる

（i.e., Bakker & Schaufeli, 2008; Bakker 

et al., 2008）。ワーク・エンゲイジメントは，

労働者の就業活動の経験に焦点を当ててお

り，その経験の規定要因やアウトカムを指

すわけではない。したがって，労働者がワ

ーク・エンゲイジメントを感じる状況への

洞察を深めるためには，その規定要因を見

つけ出す必要がある。仕事の資源はワー

ク・エンゲイジメントと関連することが知

られているが（i.e., Bakker & Demerouti, 

2007, 2008; de Lange et al., 2008; 

Schaufeli & Salanova, 2007; Schaufeli et 

al., 2009），同様に個人の資源もワーク・エ

ンゲイジメントに影響することが報告され

ている（i.e., Avey et al., 2008; Bakker & 

Demerouti, 2008; Garrosa et al., 2011）。 

 

（2）フロー 

人はフローを体験すると，チャレンジ精

神を発揮し，自らの特定のスキルを使い，

その瞬間を楽しみ，自分の能力を伸ばし，

時間の感覚を失う。フロー理論においては，

仕事時にはフローを体験する機会に恵まれ

ることがあり，また，仕事はフロー体験を

促すように設計されていなければならない。

しかしながら，仕事におけるフローに関す

る実証研究はほとんど存在しない。Nielsen 

& Cleal （2010） は，管理者において計画，

問題解決と評価がフローを有意に予測して

いたことを報告している。Salanova et al. 

（2006） では，ソーシャルサポート，革新

的な実践へのサポート，仕事における明確

な規則と規範があること，明確な目的があ

ることがフローと関連していたことが示さ

れている。その他にも，スキルの多様性，
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裁量性，フィードバック，仕事の完遂，仕

事の重要性はフローを予測していた 

（Demerouti, 2006; Kuo & Ho, 2010）。更

に，瞑想体験はフロー体験と正の関連を有

していた（Kuo & Ho, 2010）。 

 

2. アウトカムを高める概念 

（1）心理的資本 

心理的資本は 4 つの個人的な資本，すな

わち，希望・レジリエンス・楽観性・自己

効力感から構成される。心理的資本は，職

務満足度（ Larson & Luthans, 2006; 

Luthans et al., 2007; Luthans et al., 

2008），心理的ウェルビーイング（Avey et 

al., 2010），ポジティブな感情（Avey et al., 

2008）と関連があることが報告されている。 

 

（2）心理的柔軟性 

心理的柔軟性は，今現在の瞬間に集中し，

状況に応じて自らが選択した価値に基づい

て行動することを指す。近年，アクセプタ

ンスとコミットメント療法（ACT）との関

連において発展した。メタ分析において，

心理的柔軟性と健康との間には正の関連が

あることが示されている（Hayes et al., 

2006）。更に，心理的柔軟性が職場のメンタ

ルヘルスと関連していることを示す研究も

増加傾向にある（Bond et al., 2010）。ただ

し，ほとんどの研究はネガティブなアウト

カムに焦点を当てており，ネガティブなア

ウトカムの低下をもって職務満足度や全般

的なウェルビーイングに貢献していること

を示している。Bond et al.（2010）では，

労働者を対象とした RCT において心理的

柔軟性が精神的不調を低減したことを報告

している。その他，ソーシャルワーカーや

警官の二次的トラウマ（Berceli &Napoli, 

2006）や緩和ケア病棟に勤務する労働者の

バーンアウト（Ruiz et al., 2008）の予防効

果が認められている。 

 

（3）自己制御プロセス 

最近のレビュー（Lord et al., 2010）で示

されていたように，昨今の職場環境での成

功には自己制御が不可欠である。自己制御

は個人の成長を促し，ウェルビーイングを

向上させ，自己実現を促す。問題に焦点を

当てた，認知の再構成に基づいた対処スタ

イルや再評価戦略は，職務満足度（Amiot et 

al., 2006; Ayres & Malouff, 2007），肯定的

な感情，生活満足度やウェルビーイング

（Ayres & Malouff, 2007; Welbourne et 

al., 2007; Rodríguez-Carvajal, 2007）に好

ましい効果が認められている。他方，感情

を抑圧するような自己制御プロセスは好ま

しくない効果が認められている（Bono et 

al., , 2007; Glasø & Einarsen, 2008; 

Rodríguez-Carvajal, 2007; Seery & 

Corrigall, 2009; Yanchus e al., , 2010）. 

また，目的へのプロセスが，その目的の達

成を難しいと認識した場合に感情的なウェ

ルビーイング，職務満足度や主観的な成功

（Wiese & Freund, 2005；Pomaki, Karoly 

& Maes, 2009）を向上させていたことが報

告されている。 

 

（4）ポジティブな帰属スタイル 

ポジティブな帰属スタイルは，職務満足

度と正の関連が認められ（Welbourne et al., 

2007），認知行動療法によって向上すること

が示されている（Proudfoot et al., 2009）。

Wellbourne et al.（2007）では，仕事への



4 
 

ポジティブな帰属スタイルは，職場でのス

トレス対処に関して問題解決／認知の再構

成対処スタイルを向上させ，回避的な対処

スタイルを低減させることで，高い職務満

足度と関連していたことが報告されている。 

 

（5）感情的知性 

職場における感情的知性の研究では，感

情的知性が職務満足度やその他のウェルビ

ーイングに関連する指標と正の関連があっ

たことを示している（e.g., Jain & Shina, 

2005; Sy et al., 2006; Kafetsios & 

Zampetakis, 2008）。ポジティブあるいはネ

ガティブな感情がこれらの関係における媒

介要因である可能性があり，特に男性では

完 全 な 媒 介 効 果 が 認 め ら れ て い る

（Kafetsios & Zampetakis，2008）。他方，

管理監督者の感情的知性は，部下の感情的

知性が低い場合に部下の職務満足度を高め

る効果があると示した研究もある（Sy et al., 

2006）。 

 

（6）コアセルフ評価 

コアセルフ評価とは，職務満足度の個人

的な特性基盤を理解するための統合原則の

ことを指す。コアセルフ評価は自尊感情，

統制の所在，感情的な安定などの概念を含

む。コアセルフ評価は職務満足度への直接

的・間接的な効果が認められている（Best et 

al., 2005; Piccolo et al., 2005; Judge et al., 

2008）。Piccolo et al.（2005）では，ポジテ

ィブ・ネガティブな感情と比べてコアセル

フ評価の方が職務満足度と強く関連してい

たことを示している。同様に，コアセルフ

評価，性格特性 5 因子および特性感情の 3

要因と職務満足度との関連において（分析

時に同時に投入された場合），コアセルフ評

価のみが有意に職務満足度と関連したこと

を示している。 

 

D．考察 

 本分担研究では，職域における個人向け

メンタルヘルス・プロモーションに関して，

予防教育プログラムの効果評価に適切と考

えられる指標を，文献レビューをもとに検

討することを目的とした。本分担研究で参

照した Rodríguez-Carvajal et.al（2010）

では，レビューされた研究の多くが観察研

究であり，介入研究は数が限定されていた。 

 レビューの結果，アウトカムに相当する

指標として，主にワーク・エンゲイジメン

トとフローが取り上げられていることが示

された。いずれの変数も，職域におけるメ

ンタルヘルス・プロモーションの効果評価

指標として概念的には適切と考えられるも

のの，測定に関しては，質問紙による評価

方法が確立しているワーク・エンゲイジメ

ントが，より望ましいと考えられる。 

 他方，ワーク・エンゲイジメントやフロ

ーなどのポジティブなアウトカムを高める

指標としては，心理的資本，心理的柔軟性，

自己制御プロセス，ポジティブな帰属スタ

イル，感情的知性，コアセルフ評価などが

取り上げられていた。これらの概念は，い

ずれもポジティブ心理学で扱われている個

人資源（内的資源，心理的資源）に関する

概念であり，これらの資源を充実させるこ

とが，労働者の良好なアウトカムにつなが

ることが期待される。 

 近年，労働者の健康や well-being を検討

するに際して，就業時の活動だけでなく就

業外の活動にも注目することの重要性が指
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摘されている。就業外の活動のうち特に健

康と良好な関連が指摘されている活動に，

リカバリー経験（就業中のストレスフルな

体験によって消費された心理社会的資源を

元の水準に回復させるための活動）がある。

メンタルヘルス・プロモーションの効果指

標について，より多様な要因に注目するに

は，ポジティブ心理学で扱われている個人

資源（内的資源，心理的資源）に関する概

念のほかに，リカバリー経験のような，就

業外の活動にも注目することも有用と考え

られる。 

 

E．結論 

 本分担研究では，職域における個人向け

メンタルヘルス・プロモーションに関して，

予防教育プログラムの効果評価に適切と考

えられる指標を，文献レビューをもとに検

討した。レビューの結果，アウトカムに相

当する指標として，主にワーク・エンゲイ

ジメントとフローが取り上げられているこ

とが示された。いずれの変数も，職域にお

けるメンタルヘルス・プロモーションの効

果評価指標として概念的には適切と考えら

れるものの，測定に関しては，質問紙によ

る評価方法が確立しているワーク・エンゲ

イジメントが，より望ましいと考えられた。

ポジティブなアウトカムを高める指標とし

ては，心理的資本，心理的柔軟性，自己制

御プロセス，ポジティブな帰属スタイル，

感情的知性，コアセルフ評価などの個人資

源（内的資源，心理的資源）が取り上げら

れていた。メンタルヘルス・プロモーショ

ンの効果指標について，より多様な要因に

注目するには，これらの個人資源のほかに，

リカバリー経験のような就業外の活動にも

注目することも有用と考えられた。 

 

 

 

Ｆ．健康危険情報 

 該当せず。 
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